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とちぎスマート林業推進協議会

関係団体・民間企業等

栃木県
未来技術地域実装協議会
～とちぎスマート林業

推進協議会～

測量会社
・(株)パスコ栃木支店

林業機械メーカー
・(株)小松製作所

県森林組合連合会
県山林種苗緑化樹協同組合
県林業振興協会

林業 ・(株)栃毛木材工業
事業体 ・那須町森林組合

・たかはら森林組合

県木材業協同組合連合会

製材工場 ・二宮木材(株)
・渡良瀬林産(株)
・(株)ヤマサンワタナベ

大学等研究機関
・国立大学法人宇都宮大学

工学部基盤工学科
農学部森林科学科

・栃木県林業センター

地方公共団体
栃木県
宇都宮市・足利市・佐野市・
鹿沼市・日光市・真岡市・
大田原市・矢板市・那須塩原市・
塩谷町・那須町・那珂川町

国 現地支援責任者
林野庁関東森林管理局

ハンズ
オン
支援

関係省庁
林野庁・農林水産省・国土交通省・総務省

※ 敬称略



とちぎスマート林業推進協議会 推進体制

効果・検証：林業センター、各出先事務所

＜協議会＞
〇 会長：宇都宮大学 松英准教授
〇 副会長：県森連 江連会長・県木連 東泉理事長
〇 構成員（34団体）

森林情報高度化ＷＧ 未来技術導入・検証ＷＧ 生産管理ICT化ＷＧ

〇 事務局：環境森林政策課環境立県戦略室・総合政策部デジタル戦略室・産業政策課次世代産業創造室

…総合的な企画調整、普及啓発、協議会運営

実装・普及

【目的】
スマート林業の基盤となる森林資源
情報の高度化・可視化
【取組内容】
①航空レーザーを活用した計測
②資源（材積等）・地形解析
【構成】
民間（測量会社），国（林野庁、
国土地理院），県（森林整備課等）

【目的】
労働生産性の向上を図るための、未来技術の実証
【取組内容】
①未来技術による労働生産性向上の実証
②未来技術を活用した生産工程の普及
【構成】
民間（林業団体・事業体、林業機械ﾒｰｶｰ･），
国（林野庁・総務省），県（林業木材産業課等）

【目的】
需給ミスマッチを解消するための、
生産管理のＩＣＴ化
【取組内容】
①生産管理システムの基礎調査
②システムの構築
【構成】
民間（林業団体・製材業団体），
国（林野庁）,県（林業木材産業課等）



とちぎスマート林業推進協議会

✓令和２(2020)年12月７日(月)に県公館にて第１回とちぎスマート林業推進協議会を開催
・協議会会員、事務局等およびオブザーバー等含め、63名が出席
・会長・副会長が選任され、協議会規約・事業の概要が承認され、事業の３本柱に沿って３つの
ワーキンググループ（以下WG）で構成することとなった

✓令和３(2021)年３月25日(木)にWEB会議形式で第２回協議会を開催
・各WGにて検討された工程をベースに次年度以降の全体計画（ロードマップ）を承認

2021.2.3
下野新聞

2021.３.25
第２回

2020.12.7
第１回



区分 R2
（2020）

R3
（2021）

R4
（2022）

R5
（2023）

R6
（2024）

R7
（2025）

とちぎスマート林業推進協議会

①森林資源情報高度デジタル化

②未来
技術

導入
・
実証

モデル事業
□ 県内３箇所程度
□ 一連の生産工程で未来技術検証

各工程の実証 全行程（作業ｼｽﾃﾑ）の実証 各工程の実証 全工程の実証

実
用
段
階

伐採
造材 ICTﾊｰﾍﾞｽﾀ

検収 木材検収ｱﾌﾟﾘ

植付 苗木運搬用
ﾄﾞﾛｰﾝ

下刈 多目的造林機

開
発
段
階

伐採 自動伐倒
作業車

運材 自動集材機
自動走行ﾌｫﾜｰﾀﾞ

植付 林業用ｱｼｽﾄｽｰﾂ

③生産管理ICT化

■モデル箇所で本格実装
（条件不適地での実証試験と並行）

とちぎスマート林業推進事業 ロードマップ

●協議会
設置

■ 全県に普及
（ﾏﾆｭｱﾙ作成・技術交流の場づくり）事業内容の検討・改良事業計画

作成

基礎調査
・ﾆｰｽﾞ ・需給状況
・先進事例・仕様

試作システム
■本格実装

参加機関調整
本ｼｽﾃﾑ構築

航空レーザーによる情報取得
モデル地域 林業経営地域 その他地域

路網設計・境界案作成支援ソフト

R2補正

■本格実装

条件適地・皆伐 条件適地・皆伐-間伐 条件不適地・皆伐

ハーベスタと比較

人力検収と比較

人力運搬と比較

下刈機と比較

ﾁｪｰﾝｿｰと比較

人力運搬と比較

フォワーダと比較

実用段階の
機械から導
入試験を段
階的に実施

導入効果が
実証された
ものから
順次実装
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第３章 重点施策

○ ３つの重点施策と共通施策のもと、１５の取組によりビジョンを推進します。

重点施策２

12 様々な主体による森づくり活動及び森林空間利用の促進

取組

１ 素材生産力の強化

２ 木材の安定需給体制の構築

３ とちぎ材の競争力強化

４ きのこ等特用林産物の競争力強化

５ 多様で健全な森づくりの推進

６ 治山対策の推進

７ 森林所有対策の推進

８ 野生獣の適正な管理と獣害対策の推進

９ 次代を担う林業人材の確保・育成

10 魅力ある雇用・労働環境の充実

11 子どもたちへの森林・林業の学び場の創出・魅力発信

13 森林資源情報のデジタル化･見える化

14 生産管理のICT化

15 自動化等による労働生産性・安全性の向上

重点施策・共通施策

森林の公益的機能の高度発揮

～“災害に強い森づくり”の推進～

未来技術を活用した産業への進化

～“スマート林業”の推進～

共通施策

重点施策３

重点施策１

林業・木材産業の産業力強化

～“稼げる林業“の実現～

森林・林業・木材産業を支える

地域・人づくり

～“次代を担う人材”の育成～



３ 栃木県林業人材確保・育成システム

「栃木県林業人材確保・育成システム」を構築し、次の取組を行う

① 高校や大学等と連携し、林業に加え、製材や木材流通等、幅広い知識・技能を習得した多様な人材を育成

② 就業前研修に加え、既就業者のスキルアップ研修等、総合的・体系的な人材の育成

③ スマート林業の推進に資する人材を研究機関と一体となって育成

④ 林業大学校への入校から、就業・就労までの支援に加え、生涯働き続けられる環境づくりを推進

農業高校を始めとする
職業系専門学科を中心
に幅広く

県 内 高 校

県教育委員会
との連携

の
進
路
支
援
等

林
業
大
学
校
へ

機
会
の
支
援
等

林
業
を
学
ぶ

栃木県林業労働力
確保支援センタ ー

就業相談会

林業体験 等 ン
グ
支
援
等

就
業
マ
ッ
チ

就学・就業相談等

連 携
支 援

林 業 ・ 木 材 産 業 事 業 者 等

森林組合・民間事業体等

川 上 川 中

製材工場・集成材工場等

川 下

プレカット工場・工務店等 機械メーカー等

その他関 係 団 体

栃木県森林組合連合会等

事業者等から、実習フィールド・講師・機械の提供

林 業 セ ン タ ー （ 研 究 機 関 ）

栃木県林業大学校（仮称）の設置

就業希望者 現場作業者 現場指導者 林業経営者

指導者養成研修

(Ⅰ・Ⅱ※２段階)

就業前研修

(長期・単科)

就 業 者未 就 業 者

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修

(初級,中級,上級)

経営者研修

(Ⅰ・Ⅱ※２段階)

研究機関と研修機関の一体整備

事業者等には、インターンシップの受け入れ等 連 携

講
師
派
遣
等
の
支
援

林
業
大
学
校
へ
の

大 学

森林科学科
建築都市デザイン学科

等

宇都宮大学 等

専 修 ・ 専 門 学 校

公務員コース
ビジネスコース
情報ITコース 等

へ
の
進
学
支
援

専
修
学
校
等

連 携

連 携

栃木県林業人材確保・育成システム

継続的なサポート

「栃木県林業人材確保・育成方針」令和3(2021)年１月 栃木県環境森林部 より抜粋


